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紙
面
の
都
合
上
、
質
疑
応
答
の

一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
予
算

Q
当
初
予
算
の
内
訳
で
、

物
件
費
が
増
え
て
い
る

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
主
な
理
由
は
次
の

2
点
で
す
。
1
点
目

に
保
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
の
委
託
費
と
し
て
約

１
億
４
0
0
0
万
円
増
加
し
た

こ
と
、
2
点
目
に
道
の
駅
「
伊
達

の
郷
り
ょ
う
ぜ
ん
」
の
運
営
費
用

と
し
て
約
６
4
0
0
万
円
を
計

上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
運
転
免
許
返
納
支
援

Q
運
転
免
許
を
返
納
し

た
人
へ
の
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
利
用
の
2
万
円
の
助
成

（
割
引
券
）
は
、
使
い
切
っ
た

場
合
は
再
度
交
付
し
て
も
ら
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
24
時
間
、

土
日
も
利
用
可
能
な
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

  

質
　
　
疑
　
　
応
　
　
答

A
2
万
円
分
の
割
引
券

は
１
年
ご
と
に
交
付
し

ま
す
。
使
い
切
っ
た
場
合
の
年

間
中
の
追
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用

は
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
8
時
30

分
か
ら
17
時
ま
で
の
運
行
で
、

土
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

過
去
に
土
日
も
実
証
的
に
運

行
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
当
時
は
利
用
者
が
少
な
く

実
証
段
階
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
時
と
は
状
況
が

変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

公
共
交
通
機
関
の
全
体
的
な
計

画
の
な
か
で
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策
事
業

Q
全
国
的
に
空
き
家
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、

対
策
を
考
え
て
い
る
町
内
会
も

あ
り
ま
す
。
市
の
空
き
家
対
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
平
成
27
年
度
か
ら
空

き
家
バ
ン
ク
を
開
始

し
、
不
動
産
屋
や
宅
建
業
者
の

仲
介
に
よ
り
売
買
や
貸
借
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
空

き
家
対
策
計
画
を
作
成
し
て
お

り
、
不
動
産
屋
や
宅
建
業
者
な

ど
の
専
門
家
と
協
議
の
場
を
設

け
、
各
地
域
で
空
き
家
対
策
を

進
め
て
い
き
、
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
本
庁
舎
増
築
事
業

Q
梁
川
分
庁
舎
か
ら
本
庁

舎
に
移
転
す
る
部
署
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
移

転
後
も
各
種
手
続
き
は
分
庁
舎

で
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
産
業
部
・
建
設
部
・

農
業
委
員
会
事
務
局
・

教
育
部
・
こ
ど
も
部
・
上
下
水

道
部
が
本
庁
舎
に
移
転
し
ま
す

が
、
梁
川
総
合
支
所
は
分
庁
舎

に
残
り
ま
す
。

　

各
種
証
明
や
福
祉
関
係
の
窓

口
業
務
、
消
防
交
通
や
地
域
振

興
に
か
か
る
業
務
、
本
庁
部
局

と
の
連
絡
業
務
は
総
合
支
所
に

残
り
ま
す
。
極
力
、
総
合
支
所

で
事
務
が
完
了
す
る
よ
う
な
体

制
と
し
ま
す
。

▼
農
業
振
興
支
援
事
業

Q
平
成
31
年
4
月
に
開

設
予
定
の
福
島
大
学

食
農
学
類
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、

市
が
支
出
す
る
負
担
金
の
算
出

根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
負
担
金
を
支
出
す
る
こ
と

で
、
市
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

A
県
北
地
域
の
市
町
村
が

加
入
し
て
い
る
、
福
島

大
学
農
学
系
人
材
養
成
組
織
設

置
期
成
同
盟
会
の
中
で
、
人
口

規
模
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
算
出
さ

れ
た
額
と
な
り
ま
す
。
全
体
の

9
割
を
福
島
市
が
負
担
し
、
残

り
を
そ
の
他
の
市
町
村
や
団
体

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

福
島
大
学
と
連
携
し
て
行
う
農

学
実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
授

業
の
取
り
組
み
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
施
設
を
誘

致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
ま
だ
決
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
と

連
携
し
て
農
業
振
興
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
部
活
動
指
導
員
の
配
置

Q
部
活
動
が
教
員
の
長

時
間
勤
務
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
外

部
の
指
導
員
を
配
置
す
れ
ば
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
県
か
ら
、
1
週
間
の

部
活
動
時
間
、
休
養

日
設
定
の
方
針
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
、
中
学

校
に
外
部
指
導
員
を
配
置
す

る
こ
と
に
む
け
て
手
続
き
を

取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
伊
達
駅
前
整
備
事
業

Q
伊
達
駅
前
で
は
、
駅

利
用
者
の
自
転
車
が

乱
雑
に
置
か
れ
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
整
備
計

画
で
改
善
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。A

ご
指
摘
の
通
り
、
自

転
車
が
乱
雑
に
置
か

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
駐
輪

ス
ペ
ー
ス
を
若
干
広
げ
、
前

輪
が
固
定
で
き
る
駐
輪
ラ
ッ

ク
を
2
7
0
台
程
度
設
置
す

る
予
定
で
す
。
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伊
達
市
経
営
に
関
す
る
説
明
会
議

平
成
30
年
度

市
の
取
り
組
み
を
伝
え
る

　

4
月
23
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
、
市
内
5
会
場
で
、
行
政

推
進
員
委
嘱
状
交
付
式
に
合

わ
せ
、「
伊
達
市
経
営
に
関
す

る
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
行
政
推
進
員

の
皆
さ
ん
に
市
と
市
民
、
地
域

自
治
組
織
と
の
連
絡
調
整
を

担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
伊

達
市
事
業
説
明
書
（
わ
か
り
や

す
い
予
算
書
）
を
使
っ
て
、
市

の
財
政
状
況
や
予
算
、
市
が
取

り
組
む
主
な
事
業
を
お
伝
え

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
須
田
市
長

が
あ
い
さ
つ
し
、『
伊
達
市
第

２
次
総
合
計
画
』
が
掲
げ
る

将
来
都
市
像
の
実
現
に
む
け

て
、
①
切
れ
目
な
い
子
育
て
支

援
の
充
実
、
②
高
齢
者
福
祉
の

充
実
、
③
地
域
産
業
の
振
興
な

ど
の
事
業
へ
重
点
的
に
予
算

配
分
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
市
政

運
営
に
あ
た
っ
て
、「
均
衡
あ

る
発
展
を
遂
げ
る
伊
達
市
」、

「
地
域
産
業
で
発
展
す
る
伊
達

市
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
伊

達
市
」、「
子
ど
も
た
ち
が
元
気

な
伊
達
市
」
の
実
現
を
4
つ
の

基
本
政
策
と
し
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
に
市
が

行
う
事
業
な
ど
を
各
担
当
部

長
が
説
明
し
た
の
ち
、
行
政
推

進
員
か
ら
財
政
や
教
育
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問 

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　
　

☎
5
7
5
‐
1
1
1
3

説明事業一覧

■伊達会場
伊達地域まちづくり活性化事業、内水対策事業、伊
達駅前広場整備事業、放課後児童クラブ建設事業、
伊達小学校改築事業
■梁川会場
学校施設利活用検討事業、まちの駅やながわ管理運
営事業、学校給食センター運営事業
■保原会場
高子駅北地区住宅団地整備事業、保原総合公園拡張
整備事業、学校給食センター運営事業
■霊山会場
掛田小学校耐震改修事業、学校給食センター運営事業
■月舘
月舘地域交流施設整備事業、月舘地域石綿セメント
管更新事業、支え合い交通構築事業、小中一貫校推
進事業、学校給食センター運営事業

■各会場共通
・地域づくり支援事業
・本庁舎増築事業
・伊達の生涯活躍のまち加速化事業
・共助社会構築推進事業
・農業振興支援事業
・企業誘致推進事業
・介護予防・日常生活支援総合事業
・伊達市版ネウボラ事業
・健康運動習慣化支援事業
・放課後児童健全育成事業
・ 高齢者が車に依存しないまちづくり事業
・証明書コンビニ交付サービス事業
・通学合宿所整備事業

今年度の主な事業の説明のほか、各地域に関連の深い事業の説明を行いました。
※事業の内容は、4月 26 日に全戸配布した「伊達市事業説明書」に掲載しています。
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